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深
谷
市
令
和
７
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
前
年
度
よ
り

１３
・
５
％
、
約
78
億
円
増
の
約

６
５
４
億
円
で
、
過
去
最
大
の

予
算
規
模
で
あ
る
。
令
和
８
年

度
開
園
予
定
の
幼
稚
園
と
子
ど

も
館
の
複
合
施
設
の
建
設
な
ど 

               の
教
育
費
や
医
療
・
福
祉
な
ど

の
扶
助
費
増
で
前
年
よ
り
も
増

額
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
７
年

度
も
保
育
料
の
無
償
化
を
継
続

し
、
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の

補
助
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
支

援
す
る
予
算
や
障
害
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
と
し
て
、
日
常
生

活
用
具
・
ス
ト
マ
装
具
の
支
援

な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
援

す
る
事
業
の
予
算
化
も
さ
れ
て

い
る
が
、
令令
和和
７７
年年
度度
一一
般般
会会

計計
当当
初初
予予
算算
に
次
の
理
由
で
反

対
し
た
。
①①
あ
ま
り
に
も
多
額

な
財
政
調
整
基
金
残
高
で
あ
る

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
８
号)

で
財
調
か
ら
の

繰
入
が
25
億
４
千
万
円
の
減
額

補
正
で
あ
る
。
正
確
な
残
高
は

令
和
６
年
度
決
算
に
よ
る
剰
余

金
処
分
に
よ
り
明
確
に
な
る
が

現
在
の
財
調
の
想
定
残
高
は
約

１
６
８
億
円
。
令
和
７
年
度
当

初
予
算
の
財
調
か
ら
の
繰
入
れ

は
、
約
45
億
円
だ
が
、
物
価
の

値
上
が
り
に
苦
し
む
市
民
の
た

め
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
あ
る

②②
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て

給
食
費
無
償
化
の
自
治
体
が
増

加
し
て
い
る
が
、
深
谷
市
は
令

和
７
年
度
の
当
初
予
算
に
な
い

③③
熊
谷
市
や
寄
居
町
で
も
実
施

し
て
い
る
中
小
業
者
を
支
援
し

地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
一
般

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
も

予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
。
一
般

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
創
設
す
べ
き
だ
。
④④
軽
度
・

中
度
の
難
聴
の
高
齢
者
を
支
援

し
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ

る
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
が

予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

市
民
の
願
い
を
実
現
で
き
る

基
金
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
当
初
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
令
和
７
年

度
深
谷
市
一
般
会
計
当
初
予
算

に
反
対
す
る
。 

■
採
決
の
結
果
、
党
議
員
団
２

名
の
ほ
か
１
名
の
議
員
が
反
対

し
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

     

日
本
共
産
党
深
谷
市
議
団 

議
会
報
告 

三
月
議
会
に
つ
い
て 

令
和
７
年
深
谷
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
２
月
20
日
か
ら
３

月
17
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
深
谷
市
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
当
初
予
算
６
件
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
令

和
６
年
度
の
深
谷
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
４

件
、
条
例
の
一
部
改
正
７
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
公
の
施
設
の
相

互
利
用
の
協
議
１
件
、
市
道
路
線
の
廃
止
１
件
、
市
道
路
線
の
認

定
１
件
、
財
産
の
無
償
貸
付
１
件
、
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
の

補
正
予
算
１
件
、
人
事
の
同
意
４
件
な
ど
市
長
提
出
議
案
28
件
が

審
議
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
・
は
た
ら
ふ
れ

あ
い
館
・
く
れ
よ
ん
か
ん
の
廃
止
で

は
な
く
、
利
用
の
継
続
を
‼ 

 

２
月
１０
日
の
議
員
全
員
協
議

会
で
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
て

い
る
わわ
んん
ぱぱ
くく
ララ
ンン
ドド
や
市
民

の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
し

て
い
る
近
所
の
公
共
施
設
で
あ

る
はは
たた
らら
ふふ
れれ
ああ
いい
館館
と
くく
れれ

よよ
んん
かか
んん
を
来
年
３
月
で
廃
止

す
る
と
市
か
ら
説
明
が
さ
れ
た

が
、
利
用
者
に
は
、
一
切
の
話
も

な
く
突
然
、
各
施
設
の
廃
止
の
説

明
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
３
月
議
会

の
村
川
議
員
の
一
般
質
問
の
中

で
、
本
年
６
月
議
会
で
各
施
設
の

廃
止
の
た
め
の
条
例
を
提
出
す

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
や
く
れ

よ
ん
か
ん
は
、
新
耐
震
の
基
準
で

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
施
設
と

も
住
ま
い
の
近
く
に
あ
る
施
設

と
し
て
多
く
の
高
齢
者
の
方
が

趣
味
な
ど
の
市
民
活
動
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
施
設 

を
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
利
用

の
継
続
を
図
る
べ
き
で
す
。 

                            

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再編方針(要旨) 機能面 建物面 進捗

わんぱくランド
1973年
(昭48年)

749㎡ 旧耐震

老朽化が進んでいるこ
とや深谷テラスパーク
やこども館など他の施
設で代替可能であるこ
とから集約化を図る。

集約化 廃止 未

令和７年度末までに廃止
し、機能をこども館などに
集約。跡地は仙元山公園
の整備の中で検討していく

はたらふれあ
い館

2007年
(平19年)

306㎡ 新耐震

公民館の機能拡大に
より利用者の幅が広が
るため代替可能である
ことから集約化を図る。

集約化 廃止 未

令和７年度末までに廃止
し、機能を公民館などへ
集約。跡地はわんぱくラン
ドの廃止に伴うシルバー人
材センターの移転先とす
る。

くれよんかん
2004年
(平16年)

285㎡ 新耐震

公民館の機能拡大に
より利用者の幅が広が
るため代替可能である
ことから集約化を図る。

集約化 廃止 未

令和７年度末までに廃止
し、機能を公民館などへ
集約。跡地は、文化振興
課の資料保管場所に活
用。

公共施設適正配置計画の位置付けと今後の方向性について  (22//1100議員全員協議会資料より作成)

建築年
公共施設適正配置計画上の位置付け

今後の方向性
延床
面積

施設名称 耐震性

 

 

 

 

 

 

わわんんぱぱくくラランンドド ははたたららふふれれああいい館館 くくれれよよんんかかんん

廃廃止止　　令令和和77年年 廃廃止止　　令令和和77年年 廃廃止止　　令令和和77年年

仙元山公園整
備と併せて検討

シルバー人材セン
ターへ　((令令和和88年年)

文化振興課の資料
保管　((令令和和88年年)

各施設の今後の方向性 (概略図) 全協報告資料より

②この議会報告は、政務活動費を使用しています。ご意見・ご要望は、党議員団まで 

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 

前
回
掲
載
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相

談
の
記
事
を
、
次
の
通
り
訂
正
し
お
詫

び
し
ま
す
。 

■
終
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談 

18
歳
以
下
の
こ
ど
も
対
象
に 

令令
和和
７７
年年
７７
月月
かか
らら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
終
日
医
療
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
午

後
６６
時
か
ら
１１００
時
ま
で
の
オオ
ンン
ララ
イイ

ンン
診診
療療
は
、
令令
和和
８８
年年
度度
かか
らら
導
入
予

定
で
す
。 

■ 大里広域市町村圏組合は、今後解散へ 
熊谷市・寄居町・深谷市でごみ処理及び介護保険などに

関する事務を共同で行っているが、寄居町から今後可燃ご

み処理は、民間委託で進めるとのことで組合の解散が確認

されました。(令和６年９月２４日)  2/10 の全協に報告 
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、
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５
４
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な
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市
民
の
暮
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し
を
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の
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算
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も
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が
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①①
あ
ま
り
に
も
多
額

な
財
政
調
整
基
金
残
高
で
あ
る

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
８
号)

で
財
調
か
ら
の

繰
入
が
25
億
４
千
万
円
の
減
額

補
正
で
あ
る
。
正
確
な
残
高
は

令
和
６
年
度
決
算
に
よ
る
剰
余

金
処
分
に
よ
り
明
確
に
な
る
が

現
在
の
財
調
の
想
定
残
高
は
約

１
６
８
億
円
。
令
和
７
年
度
当

初
予
算
の
財
調
か
ら
の
繰
入
れ

は
、
約
45
億
円
だ
が
、
物
価
の

値
上
が
り
に
苦
し
む
市
民
の
た

め
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
あ
る

②②
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て

給
食
費
無
償
化
の
自
治
体
が
増

加
し
て
い
る
が
、
深
谷
市
は
令

和
７
年
度
の
当
初
予
算
に
な
い

③③
熊
谷
市
や
寄
居
町
で
も
実
施

し
て
い
る
中
小
業
者
を
支
援
し

地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
一
般

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
も

予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
。
一
般

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
創
設
す
べ
き
だ
。
④④
軽
度
・

中
度
の
難
聴
の
高
齢
者
を
支
援

し
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ

る
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
が

予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

市
民
の
願
い
を
実
現
で
き
る

基
金
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
当
初
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
令
和
７
年

度
深
谷
市
一
般
会
計
当
初
予
算

に
反
対
す
る
。 

■
採
決
の
結
果
、
党
議
員
団
２

名
の
ほ
か
１
名
の
議
員
が
反
対

し
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

     

日
本
共
産
党
深
谷
市
議
団 

議
会
報
告 

三
月
議
会
に
つ
い
て 

令
和
７
年
深
谷
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
２
月
20
日
か
ら
３

月
17
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
深
谷
市
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
当
初
予
算
６
件
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
令

和
６
年
度
の
深
谷
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
４

件
、
条
例
の
一
部
改
正
７
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
公
の
施
設
の
相

互
利
用
の
協
議
１
件
、
市
道
路
線
の
廃
止
１
件
、
市
道
路
線
の
認

定
１
件
、
財
産
の
無
償
貸
付
１
件
、
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
の

補
正
予
算
１
件
、
人
事
の
同
意
４
件
な
ど
市
長
提
出
議
案
28
件
が

審
議
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、

保
育
園
等
に
通
っ
て
い
な
い
０

歳
６
ヶ
月
～
３
歳
未
満
児
を
施

設
に
預
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。 

昨
年
の
３
月
議
会
で
は
、
安
全

面
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
来
年
度
か

ら
全
国
で
実
施
が
さ
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
具
体
的
な
情
報
が

な
い
の
で
質
問
し
ま
し
た
。 

問 

本
市
の
受
け
皿
の
必
要
量

（
定
員
数
）
は
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

答 

市
町
村
の
実
情
に
応
じ
て

算
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
未
就
園
の
乳
幼

児
数
の
推
移
等
を
踏
ま
え
て
必

要
量
を
算
出
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

問 

現
行
の
保
育
を
行
う
に
も

職
員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
本
制
度
の
職
員
確
保

に
つ
い
て
国
は
ど
の
よ
う
に
説

明
を
し
て
い
ま
す
か
。 

答 

現
在
の
と
こ
ろ
、
特
に
説
明

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

問 

保
育
関
係
者
に
対
し
て
、
制

度
の
説
明
や
意
見
の
聴
取
は
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

答 

保
育
施
設
長
会
議
等
を
通

し
て
、
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

本
制
度
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

確
実
な
情
報
が
少
な
い
こ
と
か

ら
不
安
で
あ
る
と
の
声
も
頂
い

て
い
ま
す
。
国
か
ら
新
た
な
情
報

が
届
き
次
第
、
速
や
か
に
各
園
へ

共
有
し
、
安
心
し
て
こ
の
事
業
に

従
事
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

見
解 

国
は
「
こ
ど
も
の
良
質
な

生
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
全
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
し

て
（
中
略
）
支
援
を
強
化
す
る
た

め
創
設
さ
れ
た
新
た
な
通
園
制

度
」
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
新
た
な
制
度
を
作
ら
な
く

て
も
、
就
労
要
件
の
緩
和
や
、
一

時
預
か
り
事
業
を
拡
充
す
れ
ば

よ
い
こ
と
で
す
。
拙
速
に
進
め
る

本
制
度
の
真
の
ね
ら
い
は
「
保
育

の
市
場
化
」
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

３
月
17
日
の
議
員
全
員
協
議

会
で
、
深
谷
市
こ
ど
も
計
画
策
定

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

計
画
の
中
に
「
多
様
な
主
体
の

参
入
促
進
・
能
力
活
用
事
業
」
と

し
て
、
幼
稚
園
や
保
育
施
設
へ
の

民
間
事
業
者
の
参
入
促
進
に
関

す
る
調
査
研
究
そ
の
他
多
様
な

事
業
者
の
能
力
を
活
用
し
た
幼

稚
園
・
保
育
施
設
の
設
置
又
は
運

営
を
促
進
す
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

現
在
深
谷
市
で
は
待
機
児
童

は
お
ら
ず
、
そ
し
て
今
後
少
子
化

が
進
む
な
か
、
な
ぜ
民
間
事
業
者

の
参
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
保
育

士
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
の
で
国
の
方
針
に
沿
っ
た
と

の
こ
と
。
ま
た
、
今
後
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
が
始
ま
る
こ
と

や
、
長
い
将
来
を
考
え
る
と
保
育

の
在
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
も
踏
ま
え
計
画
に
盛

り
込
ん
だ
と
の
答
弁
で
し
た
。 

保
育
分
野
に
企
業
参
入
が
進

ま
な
い
現
状
が
あ
り
、
そ
れ
を
打

破
す
る
た
め
の
画
策
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

佐
久
間
奈
々
議
員 

 

 

一一
般般
質質
問問  

ここ
どど
もも
誰誰
でで
もも
通通
園園
制制
度度
にに
つつ
いい
てて  

深深
谷谷
市市
ここ
どど
もも
計計
画画
にに
つつ
いい
てて  
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３
月
議
会
の
一
般
質
問
は

「
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
」「
被
保

険
者
証
の
発
行
問
題
」「
特
別
療

養
費
問
題
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
有
効
期
限
と
更
新
問
題
」

に
つ
い
て
の
４
項
目
で
す
。 

    

厚
労
省
は
１
月
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た
マ

イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て
の
医

療
機
関
の
受
診
は
、
患
者
の

25
％
し
か
利
用
し
て
い
な
い
。

今
年
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
内
蔵
さ
れ
た
電
子
証
明
書

の
更
新
が
大
幅
に
増
え
る
が
、

更
新
を
忘
れ
、
期
限
切
れ
で
マ

イ
ナ
保
険
証
と
し
て
使
え
な
く

な
る
事
例
が
あ
る
の
で
は
と
の

報
道
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
深
谷
市
内
の
現
状
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

問問 

紙
の
被
保
険
者
証
の
新
規

発
行
が
停
止
さ
れ
た
が
、
国
保

加
入
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
率
や
登
録
状
況
、
登
録
解
除

は
ど
う
か
。 

答答 
市
の
国
保
加
入
者
の
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
、
令
和

６
年
１２
月
で
は
33
・
７
％
、
利

用
登
録
状
況
は
61
・
４
％
、
登

録
解
除
は
昨
年
の

１１
月
か
ら

今
年
の
２
月
末
ま
で
の
４
か
月

間
で
３９
件
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
や
登
録
率
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

問問 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
て
も
病
院
で
受
診
で

き
る
の
か
。 

答答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自

体
の
有
効
期
限
や
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
が
切
れ
て
も
、
３

か
月
経
過
す
る
ま
で
引
き
続
き

マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書
の
更

新
を
し
な
い
ま
ま
３
か
月
経
過

す
る
と
利
用
登
録
が
解
除
さ
れ

マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
な
く
な
る
の
で
、
有
効
な
被

保
険
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
方

に
は
、
市
役
所
か
ら
申
請
に
よ

ら
ず
資
格
確
認
書
を
送
付
し
ま

す
。
こ
の
資
格
確
認
書
で
受
診

で
き
ま
す
。 

問問 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に

は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
そ
も

そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
や
健
康
保
険
証
の
登
録
も

利
用
も
任
意
で
あ
る
。
な
ら
ば
、

従
来
の
被
保
険
者
証
を
復
活
す

べ
き
で
は
な
い
か
。 

答答 

国
保
法
の
改
正
に
よ
り
被

保
険
者
証
の
発
行
は
で
き
な
く

な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
仕
組

み
に
移
行
し
た
の
で
、
市
独
自

で
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。 

問問 

国
保
税
滞
納
世
帯
に
は
、

窓
口
負
担
１０
割
の
「
特
別
療
養

費
の
支
給
」
と
す
る
の
か
。 

答答 

引
き
続
き
納
付
相
談
の
機

会
や
納
付
を
促
す
必
要
か
ら
、

国
で
事
前
通
知
の
整
備
を
し
た

の
で
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。 

問問  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
と
更
新
は
ど
う
か
。 

答答 

２
種
類
の
有
効
期
限
が
あ

り
、
カカ
ーー
ドド
自自
体体
のの
期期
限限
は
、
１８

歳
未
満
は
５
年
、
１８
歳
以
上
は

１０
年
で
す
。
電電
子子
証証
明明
書書
のの
期期

限限
は
一
律
５
年
で
す
。
期
限
３

か
月
前
に
「
有
効
期
限
通
知
書
」

が
郵
送
さ
れ
る
の
で
更
新
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
市
は
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
更
新
の
案

内
を
掲
載
し
、
メ
ー
ル
配
信
や

ラ
イ
ン
配
信
で
も
周
知
し
い
る
。 

 

総
合
支
所
や
キ
ラ
ラ
上
柴
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

で
も
、
電
子
証
明
書
の
更
新
手

続
き
が
で
き
ま
す
。 

一
般
質
問 

鈴
木
三
男
議
員 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
や

有
効
期
限
は
ど
う
か 
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深
谷
市
令
和
７
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
前
年
度
よ
り

１３
・
５
％
、
約
78
億
円
増
の
約

６
５
４
億
円
で
、
過
去
最
大
の

予
算
規
模
で
あ
る
。
令
和
８
年

度
開
園
予
定
の
幼
稚
園
と
子
ど

も
館
の
複
合
施
設
の
建
設
な
ど 

               の
教
育
費
や
医
療
・
福
祉
な
ど

の
扶
助
費
増
で
前
年
よ
り
も
増

額
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
７
年

度
も
保
育
料
の
無
償
化
を
継
続

し
、
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の

補
助
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
支

援
す
る
予
算
や
障
害
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
と
し
て
、
日
常
生

活
用
具
・
ス
ト
マ
装
具
の
支
援

な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
援

す
る
事
業
の
予
算
化
も
さ
れ
て

い
る
が
、
令令
和和
７７
年年
度度
一一
般般
会会

計計
当当
初初
予予
算算
に
次
の
理
由
で
反

対
し
た
。
①①
あ
ま
り
に
も
多
額

な
財
政
調
整
基
金
残
高
で
あ
る

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
８
号)

で
財
調
か
ら
の

繰
入
が
25
億
４
千
万
円
の
減
額

補
正
で
あ
る
。
正
確
な
残
高
は

令
和
６
年
度
決
算
に
よ
る
剰
余

金
処
分
に
よ
り
明
確
に
な
る
が

現
在
の
財
調
の
想
定
残
高
は
約

１
６
８
億
円
。
令
和
７
年
度
当

初
予
算
の
財
調
か
ら
の
繰
入
れ

は
、
約
45
億
円
だ
が
、
物
価
の

値
上
が
り
に
苦
し
む
市
民
の
た

め
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
あ
る

②②
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て

給
食
費
無
償
化
の
自
治
体
が
増

加
し
て
い
る
が
、
深
谷
市
は
令

和
７
年
度
の
当
初
予
算
に
な
い

③③
熊
谷
市
や
寄
居
町
で
も
実
施

し
て
い
る
中
小
業
者
を
支
援
し

地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
一
般

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
も

予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
。
一
般

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
創
設
す
べ
き
だ
。
④④
軽
度
・

中
度
の
難
聴
の
高
齢
者
を
支
援

し
、
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ

る
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
が

予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

市
民
の
願
い
を
実
現
で
き
る

基
金
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
当
初
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
令
和
７
年

度
深
谷
市
一
般
会
計
当
初
予
算

に
反
対
す
る
。 

■
採
決
の
結
果
、
党
議
員
団
２

名
の
ほ
か
１
名
の
議
員
が
反
対

し
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

     

日
本
共
産
党
深
谷
市
議
団 

議
会
報
告 

三
月
議
会
に
つ
い
て 

令
和
７
年
深
谷
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
２
月
20
日
か
ら
３

月
17
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
深
谷
市
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
当
初
予
算
６
件
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
令

和
６
年
度
の
深
谷
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
４

件
、
条
例
の
一
部
改
正
７
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
公
の
施
設
の
相

互
利
用
の
協
議
１
件
、
市
道
路
線
の
廃
止
１
件
、
市
道
路
線
の
認

定
１
件
、
財
産
の
無
償
貸
付
１
件
、
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
の

補
正
予
算
１
件
、
人
事
の
同
意
４
件
な
ど
市
長
提
出
議
案
28
件
が

審
議
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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３
月
議
会
の
一
般
質
問
は

「
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
」「
被
保

険
者
証
の
発
行
問
題
」「
特
別
療

養
費
問
題
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
有
効
期
限
と
更
新
問
題
」

に
つ
い
て
の
４
項
目
で
す
。 

    

厚
労
省
は
１
月
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た
マ

イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て
の
医

療
機
関
の
受
診
は
、
患
者
の

25
％
し
か
利
用
し
て
い
な
い
。

今
年
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
内
蔵
さ
れ
た
電
子
証
明
書

の
更
新
が
大
幅
に
増
え
る
が
、

更
新
を
忘
れ
、
期
限
切
れ
で
マ

イ
ナ
保
険
証
と
し
て
使
え
な
く

な
る
事
例
が
あ
る
の
で
は
と
の

報
道
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
深
谷
市
内
の
現
状
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

問問 

紙
の
被
保
険
者
証
の
新
規

発
行
が
停
止
さ
れ
た
が
、
国
保

加
入
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
率
や
登
録
状
況
、
登
録
解
除

は
ど
う
か
。 

答答 
市
の
国
保
加
入
者
の
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
、
令
和

６
年
１２
月
で
は
33
・
７
％
、
利

用
登
録
状
況
は
61
・
４
％
、
登

録
解
除
は
昨
年
の

１１
月
か
ら

今
年
の
２
月
末
ま
で
の
４
か
月

間
で
３９
件
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
や
登
録
率
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

問問 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
て
も
病
院
で
受
診
で

き
る
の
か
。 

答答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自

体
の
有
効
期
限
や
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
が
切
れ
て
も
、
３

か
月
経
過
す
る
ま
で
引
き
続
き

マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書
の
更

新
を
し
な
い
ま
ま
３
か
月
経
過

す
る
と
利
用
登
録
が
解
除
さ
れ

マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
な
く
な
る
の
で
、
有
効
な
被

保
険
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
方

に
は
、
市
役
所
か
ら
申
請
に
よ

ら
ず
資
格
確
認
書
を
送
付
し
ま

す
。
こ
の
資
格
確
認
書
で
受
診

で
き
ま
す
。 

問問 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に

は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
そ
も

そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
や
健
康
保
険
証
の
登
録
も

利
用
も
任
意
で
あ
る
。
な
ら
ば
、

従
来
の
被
保
険
者
証
を
復
活
す

べ
き
で
は
な
い
か
。 

答答 

国
保
法
の
改
正
に
よ
り
被

保
険
者
証
の
発
行
は
で
き
な
く

な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
仕
組

み
に
移
行
し
た
の
で
、
市
独
自

で
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。 

問問 

国
保
税
滞
納
世
帯
に
は
、

窓
口
負
担
１０
割
の
「
特
別
療
養

費
の
支
給
」
と
す
る
の
か
。 

答答 

引
き
続
き
納
付
相
談
の
機

会
や
納
付
を
促
す
必
要
か
ら
、

国
で
事
前
通
知
の
整
備
を
し
た

の
で
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。 

問問  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
と
更
新
は
ど
う
か
。 

答答 

２
種
類
の
有
効
期
限
が
あ

り
、
カカ
ーー
ドド
自自
体体
のの
期期
限限
は
、
１８

歳
未
満
は
５
年
、
１８
歳
以
上
は

１０
年
で
す
。
電電
子子
証証
明明
書書
のの
期期

限限
は
一
律
５
年
で
す
。
期
限
３

か
月
前
に
「
有
効
期
限
通
知
書
」

が
郵
送
さ
れ
る
の
で
更
新
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
市
は
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
更
新
の
案

内
を
掲
載
し
、
メ
ー
ル
配
信
や

ラ
イ
ン
配
信
で
も
周
知
し
い
る
。 

 

総
合
支
所
や
キ
ラ
ラ
上
柴
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

で
も
、
電
子
証
明
書
の
更
新
手

続
き
が
で
き
ま
す
。 

一
般
質
問 

鈴
木
三
男
議
員 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
や

有
効
期
限
は
ど
う
か 
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こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、

保
育
園
等
に
通
っ
て
い
な
い
０

歳
６
ヶ
月
～
３
歳
未
満
児
を
施

設
に
預
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。 

昨
年
の
３
月
議
会
で
は
、
安
全

面
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
来
年
度
か

ら
全
国
で
実
施
が
さ
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
具
体
的
な
情
報
が

な
い
の
で
質
問
し
ま
し
た
。 

問 

本
市
の
受
け
皿
の
必
要
量

（
定
員
数
）
は
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

答 

市
町
村
の
実
情
に
応
じ
て

算
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
未
就
園
の
乳
幼

児
数
の
推
移
等
を
踏
ま
え
て
必

要
量
を
算
出
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

問 

現
行
の
保
育
を
行
う
に
も

職
員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
本
制
度
の
職
員
確
保

に
つ
い
て
国
は
ど
の
よ
う
に
説

明
を
し
て
い
ま
す
か
。 

答 

現
在
の
と
こ
ろ
、
特
に
説
明

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

問 

保
育
関
係
者
に
対
し
て
、
制

度
の
説
明
や
意
見
の
聴
取
は
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

答 

保
育
施
設
長
会
議
等
を
通

し
て
、
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

本
制
度
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

確
実
な
情
報
が
少
な
い
こ
と
か

ら
不
安
で
あ
る
と
の
声
も
頂
い

て
い
ま
す
。
国
か
ら
新
た
な
情
報

が
届
き
次
第
、
速
や
か
に
各
園
へ

共
有
し
、
安
心
し
て
こ
の
事
業
に

従
事
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

見
解 

国
は
「
こ
ど
も
の
良
質
な

生
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
全
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
し

て
（
中
略
）
支
援
を
強
化
す
る
た

め
創
設
さ
れ
た
新
た
な
通
園
制

度
」
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
新
た
な
制
度
を
作
ら
な
く

て
も
、
就
労
要
件
の
緩
和
や
、
一

時
預
か
り
事
業
を
拡
充
す
れ
ば

よ
い
こ
と
で
す
。
拙
速
に
進
め
る

本
制
度
の
真
の
ね
ら
い
は
「
保
育

の
市
場
化
」
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

３
月
17
日
の
議
員
全
員
協
議

会
で
、
深
谷
市
こ
ど
も
計
画
策
定

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

計
画
の
中
に
「
多
様
な
主
体
の

参
入
促
進
・
能
力
活
用
事
業
」
と

し
て
、
幼
稚
園
や
保
育
施
設
へ
の

民
間
事
業
者
の
参
入
促
進
に
関

す
る
調
査
研
究
そ
の
他
多
様
な

事
業
者
の
能
力
を
活
用
し
た
幼

稚
園
・
保
育
施
設
の
設
置
又
は
運

営
を
促
進
す
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

現
在
深
谷
市
で
は
待
機
児
童

は
お
ら
ず
、
そ
し
て
今
後
少
子
化

が
進
む
な
か
、
な
ぜ
民
間
事
業
者

の
参
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
保
育

士
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
の
で
国
の
方
針
に
沿
っ
た
と

の
こ
と
。
ま
た
、
今
後
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
が
始
ま
る
こ
と

や
、
長
い
将
来
を
考
え
る
と
保
育

の
在
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
も
踏
ま
え
計
画
に
盛

り
込
ん
だ
と
の
答
弁
で
し
た
。 

保
育
分
野
に
企
業
参
入
が
進

ま
な
い
現
状
が
あ
り
、
そ
れ
を
打

破
す
る
た
め
の
画
策
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

佐
久
間
奈
々
議
員 

 

 

一一
般般
質質
問問  

ここ
どど
もも
誰誰
でで
もも
通通
園園
制制
度度
にに
つつ
いい
てて  

深深
谷谷
市市
ここ
どど
もも
計計
画画
にに
つつ
いい
てて  
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こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、

保
育
園
等
に
通
っ
て
い
な
い
０

歳
６
ヶ
月
～
３
歳
未
満
児
を
施

設
に
預
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。 

昨
年
の
３
月
議
会
で
は
、
安
全

面
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
来
年
度
か

ら
全
国
で
実
施
が
さ
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
具
体
的
な
情
報
が

な
い
の
で
質
問
し
ま
し
た
。 

問 

本
市
の
受
け
皿
の
必
要
量

（
定
員
数
）
は
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

答 

市
町
村
の
実
情
に
応
じ
て

算
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
未
就
園
の
乳
幼

児
数
の
推
移
等
を
踏
ま
え
て
必

要
量
を
算
出
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

問 

現
行
の
保
育
を
行
う
に
も

職
員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
本
制
度
の
職
員
確
保

に
つ
い
て
国
は
ど
の
よ
う
に
説

明
を
し
て
い
ま
す
か
。 

答 

現
在
の
と
こ
ろ
、
特
に
説
明

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

問 

保
育
関
係
者
に
対
し
て
、
制

度
の
説
明
や
意
見
の
聴
取
は
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

答 

保
育
施
設
長
会
議
等
を
通

し
て
、
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

本
制
度
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

確
実
な
情
報
が
少
な
い
こ
と
か

ら
不
安
で
あ
る
と
の
声
も
頂
い

て
い
ま
す
。
国
か
ら
新
た
な
情
報

が
届
き
次
第
、
速
や
か
に
各
園
へ

共
有
し
、
安
心
し
て
こ
の
事
業
に

従
事
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

見
解 

国
は
「
こ
ど
も
の
良
質
な

生
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
全
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
し

て
（
中
略
）
支
援
を
強
化
す
る
た

め
創
設
さ
れ
た
新
た
な
通
園
制

度
」
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
新
た
な
制
度
を
作
ら
な
く

て
も
、
就
労
要
件
の
緩
和
や
、
一

時
預
か
り
事
業
を
拡
充
す
れ
ば

よ
い
こ
と
で
す
。
拙
速
に
進
め
る

本
制
度
の
真
の
ね
ら
い
は
「
保
育

の
市
場
化
」
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

３
月
17
日
の
議
員
全
員
協
議

会
で
、
深
谷
市
こ
ど
も
計
画
策
定

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

計
画
の
中
に
「
多
様
な
主
体
の

参
入
促
進
・
能
力
活
用
事
業
」
と

し
て
、
幼
稚
園
や
保
育
施
設
へ
の

民
間
事
業
者
の
参
入
促
進
に
関

す
る
調
査
研
究
そ
の
他
多
様
な

事
業
者
の
能
力
を
活
用
し
た
幼

稚
園
・
保
育
施
設
の
設
置
又
は
運

営
を
促
進
す
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

現
在
深
谷
市
で
は
待
機
児
童

は
お
ら
ず
、
そ
し
て
今
後
少
子
化

が
進
む
な
か
、
な
ぜ
民
間
事
業
者

の
参
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
保
育

士
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
の
で
国
の
方
針
に
沿
っ
た
と

の
こ
と
。
ま
た
、
今
後
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
が
始
ま
る
こ
と

や
、
長
い
将
来
を
考
え
る
と
保
育

の
在
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
も
踏
ま
え
計
画
に
盛

り
込
ん
だ
と
の
答
弁
で
し
た
。 

保
育
分
野
に
企
業
参
入
が
進

ま
な
い
現
状
が
あ
り
、
そ
れ
を
打

破
す
る
た
め
の
画
策
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

佐
久
間
奈
々
議
員 

 

 

一一
般般
質質
問問  

ここ
どど
もも
誰誰
でで
もも
通通
園園
制制
度度
にに
つつ
いい
てて  

深深
谷谷
市市
ここ
どど
もも
計計
画画
にに
つつ
いい
てて  


